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反応速度測定器を使ったテスト

自転車シミュレーターを使った体験自転車の安全に関する実験

自転車通勤者向けに行われた企業内での
交通安全講習会



◆実践的で役立つ自転車交通安全教室とは?

講 義

実 技

ルール・マナー

実践的な指導

【リスク・危険予知等】

【シミュレーター・平衡感覚測定・反射神経測定】

【映像・教材】

【パンフレット・教材】

【Point】
オリジナルの 映像等を利用して
実例を提示しながら説明する。

【Point】 ヘルメットの安全性の実験
死角の認識実験、シミュレーター、計測器
等を利用してゲーム感覚でリスク等につい
て学ぶ。 【実験等を通して安全について学ぶ】

【Point】 補助教材として用意する。

【講習における重点項目】

危険を予測する

危険を回避する

ヘルメットの着用

自転車の選び方・点検

右側通行の危険性

交差点の通行方法

加害者となる危険性

歩道通行時の注意事項

走行空間走行空間

【目的】
自転車文化センターでは、自転車に関する様々な取り組みを行っていますが、その1つに

「自転車交通安全教室」があります。

この「自転車交通安全教室」では、現在、自転車が関係する事故が非常に多い現状を分析し、
事故に遭わない・起こさないためにどうすればよいか、自転車利用者向けに、実践で役立つノ
ウハウを専門の講師が出張し、分かりやすく解説します。

自転車は、地球環境にやさしく、しかも健康にも良いという非常に優れた利点を持つ乗り物
です。この手軽な乗り物である自転車を正しく、安全に利用するために、自転車文化センター
が行っている「自転車交通安全教室」を活用されてはいかがでしょうか！

この写真の作成者不明な作成者は CC BY-SAのライセンスを許諾されています
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【実施体制】

【実施方法】

①対象 小学生から高齢者までの幅広い年代
②講習時間 60分～120分程度
③講習内容 教材、映像、実験、実技指導、反射神経等の計測など各種手法を利用し、ど

の年代にも分かりやすい講習内容。

④実施体制 当センター職員を中心とした運営体制

【具体的な講習方法について】

[A]プロジェクターを使い、動画・映像を利用しての自転車安全教育を実施する。

[B]プロジェクターを使い、静止画を利用して危険予測・危険回避について学ぶ。

[C]サイクルシミュレーターを使い実践教育の実施。

[D]反射神経計測器を使い、年齢ごとの自転車操作速度の違いを体験する。

[E]ﾍﾙﾒｯﾄの重要性の実験や視覚で認知できていない場合の実験により危険回避方法を学ぶ。

【その他】

○ワークシートを使い、日常の自転車利用時の危険性の認識、問題点の洗い出し、更に自

ら考えて解決方法を探る手伝いをする。

○クイズ形式により、自転車の走行時の注意事項等について学ぶ。
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【本センター自転車教室の特徴】

①参加者の生活地域の道路環境、通行状況、自転車利用状況に基づいた事故の起こりやすい
場所と事故の原因及び事故防止策の解説

②参加者の年代、職業、日常生活に対応した講習内容
例：小学生・・・・身体に合わせた正しい自転車の選び方・乗り方

高齢者・・・・ふらつきによる転倒事故をなくすための乗り方

③本会で独自に制作したオリジナルの映像を使って、小学生から高齢者まで、自転車の
安全利用についてわかりやすく解説していきます。

④小中学生には交通安全以外に、特殊な機材を使った自転車の科学実験を行い分かりや
すく解説します。
例：・「走っている自転車はどうして倒れないの？」

・「車体を造っている素材を調べる」
・「チェンジギアのしくみを調べる」
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～【参考】自転車交通安全教室実施アイテムの一部ご紹介～

自転車シミュレーター

ジャイロ効果実験器具 反応速度測定器

酩酊状態体験ゴーグル ヘルメットの安全性性能実証キット
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☆これまでの主な開催実績

(1)「東京サイクルデザイン専門学校教員研修セミナー」
場所：東京サイクルデザイン専門学校内 デザイン教室

(2)「自転車交通安全講習会」
場所：Ｋインターナショナルスクール東京校内

(3)「親子自転車交通安全教室」
場所：川崎市立戸手小学校 体育館

(4)「自転車の道路交通法の改正ポイントと安全走行方法について」
場所：板橋産連会館3階会議室

(5)「自転車事故を起こさない方法を知って安全利用」
場所：井草地域区民センター第1・2集会室

(6)「自転車の交通ルールとその指導及び啓発」
場所：とかちプラザ

(7)「自転車の交通安全講習会」
場所：ニューウェルシティ宮崎

(8)「自転車の交通安全講習会」
場所：東京しごとセンター

(9)「自転車法的トラブル相談会・セミナー」
場所：司法書士会館

(10)「東海・北陸ブロック平成27年度交通ボランティア等ブロック講習会」
場所：ホテルリソル岐阜 6階雪音

(11) 「自転車の交通安全講習会」
場所：杉並区立荻窪小学校2階図書室

(12) 「自転車交通安全講習会」
場所 : 品川区立戸越小学校

(13) 「自転車とオートバイ事故を防ぎ、安全に快適に」講義
場所 : 関東学院大学

(14) 「自転車の世紀－誕生から200年、新たな自転車の100年が始まる－」展
にて講演会
場所 : 郡山市立美術館

(15) 「しながわ交通安全フェア」 自転車シミュレーターを活用した模擬運転体験
場所 : しながわ交通安全フェア会場内

(16) 「自転車交通安全に関する講演並びに自転車シミュレーター体験」
場所 : 船橋法典高校

(17) 「市職員向け自転車シミュレーターを活用した自転車安全講習会」
場所 : 平塚市役所



環境にも優しく健康にも良い自転車を、安全に楽しく乗るためのコツを、
分かりやすくご紹介いたします。

【経 費】

(１)講師料

① メイン講師 １名／１日 １２,０００円～ (別途、交通費必要)
② アシスタント１名／１日 ６,０００円～ (別途、交通費必要)

(アシスタントはサイクルシミュレーター1台につき1名必須)

※実施する内容・時間によっては講師料をご相談させて頂く場合がございます。

(２)サイクルシミュレーター貸出料・運送料
① 貸出料：サイクルシミュレーター１台：２５,０００円／１日

２台：３５,０００円／１日
② 運送料：サイクルシミュレーター２台まで：２５,０００円／１日(往復)

※運搬方法：サイクルシミュレーターを分解しワンボックスカーにて運搬。
※原則１日２４時間／片道３０ｋｍまでとしますが、有料道路代、ガソリン代は、
別途実費が必要。時間・距離を超えた分についても別途相談。

(3)クイックキャッチ【反応速度測定器】貸出料(消耗品を含む)
① 貸出料：２５,０００円／１日 ②運送料上記に含む

※上記経費はあくまで目安のため、実施する内容によって要相談となります。

【 お問い合わせ 】

自転車文化センター（一般財団法人日本自転車普及協会）

住所：東京都品川区上大崎３‐３‐１
自転車総合ビル１階

TEL：０3-4334-7953
FAX：03-4334-7958
Eメール：bccask@jifu.jp

受付時間：９：３０～１７：００
※休館日：月曜日(但し月曜日が祝日の場合は翌平日)・年末年始

＜アクセス＞JR山手線、東京メトロ南北線／都営三田線／東急目黒線
「目黒駅」より徒歩3分

自転車交通安全教室ガイド


